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数字で見るヌーヴェル・アキテーヌ地方

面積84,061 km2

フランス
最大の地方
(北海道とほぼ同じ大きさ)

フランスの
ワインツーリズム*で
１番人気の旅先
2018年の旅行者数
680万人

コロナ前の
年間旅行者数
3,200万人以上

* 「ボルドー・ワイン旅行、魅力的なブドウ畑」（Bordeaux Wine Trip, Irrésistible vignoble）は、ボル
ドーのブドウ栽培地における観光サービス・商品をあつめたリファレンス・マークです。このマークは、
ブドウ畑に関わる人々やそのサービス・商品のプロモーションを、地元レベル・国内レベル・国際的レベ
ルでおこなう、まさに旗印です。あなたの滞在を最高のものにしたいと願う800以上の業者が参加してい
ます。

** ボルドーを中心に、ビアリッツ（Biarritz）、サルラ（Sarlat）、リモージュ（Limoge）、アングレーム
（Angoulême）、コニャック（Cognac）を結ぶ地方内の鉄道網があり、移動が容易です。

*** ユネスコ世界遺産：月の港ボルドー（Bordeaux Port de la Lune, Juridiction de Saint）、サン・テミリオン
地域（Juridiction de Saint-Emilion）、ヴェゼール渓谷の先史的景観と装飾洞窟群（Sites préhistoriques et 

grottes ornées de la Vallée de la Vézère）、サンティアゴ・デ・コンポステーラの巡礼路に登録の遺跡
（sites classés parmi les Chemins ）、ユネスコ生物圏保護区のドルドーニュ川流域（Vallée de la 

Dordogne réserve biosphère mondiales）、ユネスコ無形文化遺産のオービュッソンのタペストリー
（ Tapisserie d‘Aubusson patrimoine culturel immatériel de l’Humanité）、ユネスコ創造都市のリモージュ
（Limoges ville créative）。

パリからTGVで
２時間
（パリ-ボルドー間）**

56軒のミシュラン
星つきレストラン

16件の
ユネスコ世界遺産***

32 の「フランスの
美しい村」登録村

ラスコーの洞窟 © Dan Courtice

ドルドーニュ川流域
© Alban Gilbert CRTNA



2023-2024年のトピック

ニオール近郊エシレ（Échiré, près de Niort）

エシレバターが一流品にふさわしい店舗を開設しま
した。ドゥ・セーヴル県（Les Deux-Sèvres）ニ
オール近郊のエシレ村の乳製品加工場に隣接するコ
ンセプト・ショップ「アトリエ・ド・レクセラン
ス」（L‘Atelier de l’excellence、卓越のアトリエ）
です。2022年10月27日にオープンしました。

グルメガイドの星つきレストランや高級ホテルのほ
とんどが、料理で使ったり、テーブルで提供したり
して、顧客にエシレバターを出しています。また、
エシレの有名なカゴ入りバターは、パリやニュー
ヨーク、ロサンゼルス、東京の高級食料品店で販売
されています。

詳しくはこちら

オービュッソン（Aubusson）

© S Lafaye - CRTNA

宮崎作品がタピスリーに

オービュッソン国際タピスリーセンター

（La Cité internationale de la tapisserie

à Aubusson）は日本のアニメ・スタジオ、

ジブリと協定を結び、宮崎駿監督の映画作

品から選んだ場面から５枚のタピスリー作

品を製作することになりました。

ギヨ工房（l‘Atelier Guillot）が１年かけて

織り上げた「オービュッソン、宮崎駿の空

想世界を織る」（L'imaginaire de Hayao

Miyazaki en tapisserie d'Aubusson）プロ

ジェクトの４枚目の壁掛けタピスリーが、

2023年6月16日にお披露目されました！

『ハウルの動く城』の場面からとられたこ

のタピスリーは、高さが3m、幅が5.6mあ

ります。

詳しくはこちら

ボルドー（Bordeaux）

ボルドーのスタジオ、アン・ジュ・ヌ・セ・

クワ（Un Je ne sais quoi）のインディーゲー

ム「ドルドーニュ」は、全編水彩画によって

描かれた風景による、やさしく独特なアー

ト・ディレクションが私たちを魅了するゲー

ムです。

このゲームを通して、ペリゴール地方

（Périgord）の手つかずの自然が際立つ風景

を知ってください。

詳しくはこちら

© Culturespaces

Nuit de Chine

ドルドーニュ県（Dordogne）

バッサン・デ・リュミエール「フェルメー

ルからゴッホへ：オランダの巨匠たち」展

（Les Bassins des Lumières : de 

Vermeer à Van Gogh – Les Grands 

Maîtres Hollandais）

2024年2月16日～

2020年に潜水艦基地の跡地にオープンした

世界最大のデジタル・アート・センターが、

フェルメールからゴッホまで、オランダの

巨匠たちの作品世界の没入体験にあなたを

いざないます。

2024年には、色彩の建築家モンドリアンを

取り上げる短期間の展覧会も開催予定です。

詳しくはこちら

エシレバターが

ショップを

オープン！

ドルドーニュが舞台の

ビデオゲームが発売

© coopérative laitière 

de la Sèvre
© un je ne sais quoi 

umanimation

https://www.echirelebeurredefrance.com/opening-of-the-new-echire-store-atelier-de-lexcellence/
https://www.cite-tapisserie.fr/%E3%80%8C%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E9%83%BD%E5%B8%82%E3%80%8D%E3%81%A8%E5%8D%9A%E7%89%A9%E9%A4%A8
https://sites.google.com/view/dordogne-jp/
https://www.atelier-lumieres.com/en


大規模イベント
ボルドー近郊メドック（Médoc, près de Bordeaux）

屋外でのレース、アクティビティ

© Matmut Atlantique 

メドックマラソン（Marathon du Médoc）
2023年9月2日

最高にお祭り気分なマラソンを見に来てください。そ
して、ポイヤック（Pauillac）の川辺から出発する仮装
した大のスポーツ好きたちを応援してください。ラン
ナーたちは、楽しい雰囲気の中、美食をテーマにメ
ドックのブドウ畑を駆け抜けます。数キロごとに、ポ
イヤック（Pauillac）、サン・ジュリアン（Saint-
Julien）、オー・メドック（Haut Médoc）、サン・テ
ステフ（Saint-Estèphe）のアペラシオンの有名ワイナ
リーが、ランナーに門を開いています。マラソンの運
営者は３日間にわたり、川辺や市街地でイベントや
ゲームを企画しています。

詳しくはこちら 開催地近くのホテル はこちら

ル・ニウー・
マレトン
（Le Niou
Maraisthon）
2024年６月

観光と環境への配慮がひとつになった
スポーツイベントです。来て、走って、
すばらしい環境の中で行われる、フラ
ンス初のネイチャー・マラソンを体験
してください。スポーツと自然、観光
を織り交ぜた今までにないレース。ラ
ンナーにとっても同伴者にとっても、
独創的で本格的な環境にやさしいレー
スです。
全参加者向けプログラム：自然村、さ
まざまなレース、11kmまたは16km
のウォーキング、10kmレース、オー
ガニック朝食、ペアリレーマラソン。

詳しくはこちら

レ・フレ・デ・
ヴィニュロン
（Les Foulées 
des Vignerons）
2023年10月15日

ボルドー市から北に数キロのアル
サックでは、熱狂的な支持を集める
レ・フレ・デ・ヴィニュロンという
レースが毎年開催されています。ス
ポーツ・料理・チャリティのイベン
トであるレ・フレ・デ・ヴィニュロ
ンには、あらゆる年齢の人たちが、
たったひとつの目標のために集まり
ます。それは、楽しい時間を過ごす
こと！ スポーツがあまり得意がな
くても、問題ありません！ 合計６
つのさまざまなコースが運営側に
よって用意されています。

詳しくはこちら（フランス語のみ）

@ marathondumedoc

ニオール-マレ・ポワトゥヴァン近郊

サンセ（Sansais, près de Niort –

Marais Poitevin）

ボルドー近郊アルサック（Arsac, près

de Bordeaux）

ボルドー地方のお城でのランチとピクニックについては、こちら（フランス語のみ）

© Mano Maurice
B Le Bouette © CRTNA

https://www.marathondumedoc.com/
https://www.cordeillanbages.com/en
https://www.parc-marais-poitevin.fr/en/events/eco-friendly-maraisthon
https://www.jds.fr/bordeaux/evenement-sportif/courses-a-pied-trails-et-marathons/foulees-des-vignerons-176678_A
https://www.bordeaux-tourisme.com/dejeuner-dans-les-chateaux


大規模イベント
美食

© Matmut Atlantique 

トリュフ市場とは：毎年、ペリゴール・ノワールのトリュフ生産者が、トリュフ祭りの
際にサルラに集結します。

プログラム：最高品質の製品が売られる土日開催の受賞歴のある市場。市場には受賞歴
があり、初心者でも適正価格で高品質の製品が確実に購入できるよう、すべてが管理さ
れ、監督されています。

詳しくはこちら

ドルドーニュ川流域（Vallée de la Dordogne）
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サルラのトリュフ祭り
（Fête de la Truffe de Sarlat）
2024年１月20日～21日

毎年１月半ば、ペリゴール・ノワール・ト
リュフ生産者連合（le Groupement des 
Producteurs de Truffes du Périgord Noir）
と観光局、サルラ市（la ville de Sarlat）は、
トリュフにスポットライトをあて、私たちの
味覚を最高に楽しませてくれます。料理教室
や醸造学教室も。サルラに来たら必ず行きた
いイベントです！

ラスコーでのトリュフの週末（Weekend Truffes à Lascauｘ）

トリュフ……その名前を聞くと、ほかの何ものとも違う、
香気と風味が思い出されます。ペリゴールのトリュフは世
界的に高い評価を受けています。トリュフづくしの特別な
週末を満喫し、有名なこのキノコについて知ってくださ
い！ コラリーとニコラがホスト役、ジャン・マリーがガ
イド、ジュリーとバンジャマンが腕利のシェフを務めます。
暖かく、人間的でおいしい冒険を冬の間中お楽しみくださ
い。

詳しくはこちら

© Laetis-CRTNA

https://en.sarlat-tourisme.com/discover-sarlat-and-the-perigord/the-great-events-of-sarlat/the-truffle-fete-of-sarlat/
https://www.guide-du-perigord.com/en/do-it-your-way/weekend-et-holidays/article-a-weekend-to-discover-the-truffle-in-the-heart-of-perigord-noir-with-l-escapade-in-lascaux-459.html


大規模イベント
美食

© Matmut Atlantique 

バスク豚を知る一日

レ・ザルドュードに到着したら、お店で山岳部のバスク豚の養豚「発見の小道」
（sentier dévouverte）の地図を入手し、杖を持ってしっかりとした靴を履いて、１時
間の散策に出発です。

散策から戻ったら、バスク豚の母豚が子豚を見守る子豚農場の前に座って、レ・ザル
ドュード渓谷の生ハム（le Jambon de la vallée des Aldudes）やAOPキントア豚の生
ハム（le Jambon de Kintoa AOP）、ソーセージ、チョリソー、ドライ・サラミを味
わってください。非日常を感じること間違いなしです！
おいしいお料理とたっぷり具を載せたタロ（talos、トウモロコシと小麦のクレープ）
の試食が提供されます。部屋にある試食メニューをご覧ください。
お持ち帰りできる生ハムとソーセージ、チョリソー、フォワ・グラなどの盛り合わせを
売店でご用意しています。

詳しくはこちら

バイヨンヌ（Bayonne）

バイヨンヌのハム見本市2024
（Foire au Jambon de Bayonne 2024）
３月28日～31日

バイヨンヌの生ハム見本市は、1462年からバイヨンヌ
で開催されています。毎年、バイヨンヌの生ハムコン
クールがおこなわれます。豚肉をさまざまな形に加工
する地元生産者たちに会うことができる機会です。街
には楽しい雰囲気が溢れ、バイヨンヌのお祭りを体験
できます。

バイヨンヌ祭り（Fêtes de Bayonne）
2024年７月10日〜14日
（2024年はオリンピックのため日程を前倒し）

1932年に誕生したバイヨンヌ祭りは、この地方を代
表する大規模なお祭りです。この５日間、白い服に
身を包み、赤いスカーフを結ぶのが、お祭りの参加
者「フェステール」（festayres）たちの毎日の習慣
になります。彼らは昼も夜も続くお祭りを、情熱的
に、敬意をもって体験しに来るのです。

詳しくはこちら（フランス語のみ）

バスク地方レ・ザルデュード（Les Aldudes, Pays basque）

バイヨンヌ（Bayonne）

リベルテ広場で行われる
バイヨンヌ祭り© CDT64

© B_Bloch-CRTNA

https://en.pierreoteiza.com/
https://fetes.bayonne.fr/


大規模イベント
文化

© Matmut Atlantique 

ドルドーニュ川流域（Vallée de la Dordogne）

ドルドーニュお城祭り（Châteaux en Fête - Dordogne）

2024年４月13日～23日

（ペリゴール地方のお城1001選関連イベント）

@ Déclic&Décolle

この必見のイベントでは、家族や友達と一緒に文

化・教育・スポーツ・美食に関わる楽して遊び心

あふれる特別な体験をすることができます。豪華

なお城や城館、邸宅などなどが公開され、モニュ

メントの周りではすばらしい活動やイベント、お

祭りが開催されます！

詳しくはこちら（フランス語のみ）

ランデ・ヴー・オ・ジャルダン
（庭で会いましょう、Rendez-vous aux Jardins）
2024年5月31日～６月２日（毎年6月初めに開催）

毎年フランス中の2200以上の民間および公共の公園と庭園が
公開され、さまざまなアクティビティをおこないます。公園や
庭園オーナー、専門家（植物学者、園芸家、造園家、各種団体
など）との出会い、ガイド付きツアー、五感を刺激する散策や
自然の中での散策、職人技のデモンストレーション、庭園見学、
音楽散歩、ゲームやコンクール、演劇などが用意されています。

2023年のテーマ：「庭の音楽」
2024年のテーマ：未定

詳しくはこちら

マルケサックの空中庭園
Best jobers © CRTNA

ヌーヴェル・アキテーヌ地方全域（la Nouvelle-Aquitaine）

https://www.chateauxenfete.com/
https://rendezvousauxjardins.culture.gouv.fr/en/


大規模イベント
文化

© Matmut Atlantique 

Cet événement incontournable vous offre l’opportunité unique de vivre en famille ou entre amis

des expériences exclusives, festives, ludiques, culturelles, pédagogiques, sportives ou encore

gastronomiques... De somptueux châteaux, manoirs, gentilhommières... vous ouvrent leurs

univers et vous proposent des animations exceptionnelles, des événements et des festivités

autour de leur monument ! www.chateauxenfete.com

© Ministère de la Culture

アングレーム国際漫画祭

（Festival international de la bande dessinée 

d'Angoulême）2024年1月25日～28日

アングレーム国際漫画祭はフランス最大の漫画イベントです。

展覧会、サイン会、パフォーマンスやコンクールなど盛りだ

くさんのプログラムで、毎年１月、アングレーム国際漫画祭

はおよそ20万人の来場者を受け入れています。漫画祭は街

全体で開催されます！ ぜひ、アングレーム旧市街の石畳の

道を歩き回って、漫画をたたえるストリートアートを楽しん

でください。

漫画祭については詳しくはこちら

観光については詳しくはこちら

アングレーム（Angoulême）

@ Along_Dusty_Roads-CRTNA

アングレーム（Angoulème）

アングレームの街は城塞に囲まれた高台の上にあり、
シャラント川（la Charente）の湾曲部を見下ろして
います。白い石造りの瓦屋根の家々が、この芸術と歴
史の街に南仏のような雰囲気を与えています。石畳の
古い道が絡み合い、わずかな陽光に活気づいています。
市庁舎とその２つの塔は、アングレーム伯の昔の城か
ら引き継いだものであり、ロマネスク芸術の至宝サ
ン・ピエール大聖堂（la cathédrale Saint-Piere）と
ともに、このヴァロワ家の都市アングレームの豊かな
歴史を伝えています。中世の時代からその紙の質の高
さで知られたアングレームは、こんにち、１月に盛り
上がりを見せる国際的に知られた漫画祭と30作近い壁
画のおかげで漫画の中心都市となりました。

詳しくはこちら

アングレームの城塞
© OT Angoulême

アングレーム市内の壁画
© OT Angoulême

https://www.bdangouleme.com/
https://www.angouleme-tourisme.com/en/
https://www.angouleme-tourisme.com/en/


www.laciteduvin.com

シテ・デュ・ヴァンが常設展示を刷新
（Nouvelle exposition permanente 
à la Cité du Vin）

ボルドーのワイン博物館シテ・デュ・ヴァン
が、2016年の開館以来初めて常設展示を大
幅に見直しました。展示のレイアウトやデジ
タル設備、マルチメディア作品など、新機軸
を盛り込むことがねらいです。

シテ・デュ・ヴァンでの体験の中心となる常
設展示では、デジタル技術と双方向技術に
よって、時代を超え、大陸を超えたワインの
偉大な冒険を体験することができます。歴史、
風景、ブドウの文化、醸造学、生活様式など、
18のテーマ別エリアでワインのさまざまな側
面を発見してください。

詳しくはこちら

ボルドーワイン祭り（Bordeaux Fête le Vin） が、2023年から毎年
開催されることになりました。 ボルドーとその地方の見逃せないイベン
ト です。
2024年６月27日〜30日、ガロンヌ川の河岸で開催。たくさんのワインが出
展される、試飲や試食もできる感動でいっぱいの多彩なプログラムでお待ち
しています！

詳しくはこちら

ボルドー（Bordeaux）

コニャック祭り（Fête du Cognac）

2024年７月27日～29日

コニャック祭りは、コンサートと地元の美食を組み合わ

せたお祭りのような楽しいイベントです。三夜にわたり

シャラント川の河岸は活気でいっぱいになります。

詳しくはこちら（フランス語のみ）

観光情報はこちら

コニャック（Cognac）

© Stéphane Charbeau

躍動するヌーヴェル・アキテーヌの

ブドウ畑

ワイン作りについての展示 © ANAKA_Cite du 

Vin_Agence Clémence Farrell_Ich&Kar_The

Mill_Ilusio

© ANAKA_Cité du Vin_Casson

Mann_Maud Martinot_Sim&Sam

https://www.laciteduvin.com/en
https://www.bordeaux-wine-festival.com/
https://lafeteducognac.fr/
https://www.tourism-cognac.com/uk/


サン・テミリオン・グラン・クリュの
シャトー・フルール・ド・リス（Le 
Château Fleur de Lisse）は、2023
年、権威ある「ベスト・オブ・ワイン・
ツーリズム賞」（International Best 
Of Wine Tourism Award）を受賞し
ました。

www.laciteduvin.com

Château Fleur de Lisse ©Julien 

Emperaire

www.vignoblesjade.com

この賞は、アルゼンチンのメンドーサ
で開催された偉大なワイン醸造地ネッ
トワーク（le Réseau des Capitales
de Grands Vignobles）の年次会議で
授与されたもので、ワインツーリズム
愛好家にとってのボルドーの地の質の
高さとおもしろさが認められたもので
す。

サン・テミリオンの中世都市から５キ
ロ、ブドウ畑のまん中で、キャロリー
ヌ・テシュネと彼女のスタッフがあな
たを迎え、オーガニック農法とビオ
ディナミで作られたワインの試飲をし
ながら、楽しいひと時にご一緒します。
シャトー・フルール・ド・リスは、確
信と技術を融合した醸造室を持ち、持
続可能な開発の取り組むワイナリーで
す。シャトー・フルール・ド・リスの
醸造所は、見学やワークショップ、ワ
インバー、ペタンクなど、年間を通し
て多様なイベントを開催し、さまざま
な経験ができるように設計されていま
す。

詳しくはこちら

シャトー・デュ・フェラン
（Château de Ferrand）
シャトー・デュ・フェランは、サン・テミリ
オンに位置する歴史ある地所で、その起源は
18世紀に遡ります。ここ３世紀の間は、２つ
の家族のみが、この城を所有してきました。
現在はポーリーヌとフィリップのシャンド
ン・モエ夫妻（Pauline et Philippe 
Chandon-Moët）が所有する領地は、以前、
ビックボールペンやライター、カミソリの発
明で有名な実業家ビック男爵（Baron Bich）
が所有していました。1978年、ビック男爵は
この領地を手に入れ、ブドウ園の品質の向上
に貢献しました。2005年、娘のポーリーヌが
領地の指揮を取るようになり、夫のフィリッ
プとともに、生産機械の近代化に向けて、
2010年から大規模な投資を開始しました。

滞在について：サン・テミリオンから数キロ
に位置するシャトー・ド・フェランは、ボル
ドーのブドウ畑のまん中で、オーダーメイド
の滞在を提供します。2019年にデザイナーの
パトリック・ジュアン（Patrick Jouin ）とサ
ンジット・マンク（Sanjit Manku）によって
全面リノベーションされました。客室のエレ
ガントで暖かみのあるインテリアや公園、庭
園、菜園をお楽しみください。
レストラン、ターブル・ド・フェラン（la 
Table de Ferrand）：滞在中、シャトー・
デュ・フェランでは、お城のプライベートな
食卓で夕食を食べることができます。18世紀
の邸宅の食堂と居間をご堪能ください。女性
シェフのマリリン・マドレが季節のお料理で
あなたを夢中にさせます。うっとりするよう
な環境の中で、家族や友人と過ごしたいグル
メなひとときです。
詳しくはこちら

サン・テミリオン（Saint-Emillion）

躍動するヌーヴェル・アキテーヌの

ブドウ畑
サン・テミリオン（Saint-Emillion）

Chateau de ferrand @Guillaume de Tapol

https://en.vignoblesjade.com/chateau-fleur-de-lisse
https://www.chateaudeferrand.com/en/hospitality/


ボルドーから40分。アンリ・ド・トゥールーズ・ロート

レックが休暇に来ていた邸宅で過ごす夢のようなひととき

ボルドー・アントル・ドゥー・メール

（Bordeaux Entre-deux-Mers）

サン・テミリオンのワイン生産地の中心部に位置するグラ

ン・クリュ・クラッセ、シャトー・モンラベールには石と

光とブドウ畑の風景が広がっています。シャトー・モンラ

ベールのオーナー・カステル家（Castel）とワイン醸造の

歴史は1850年に遡ります。シャトーでは、おもてなしの

技が磨かれてきました。オーナー一家が、さまざまな体験

型観光を通して、ワインツーリズムの忘れられない体験を

してもらいたいと考えるのもこの歴史ゆえのことです。一

家の領地の時間と土地が伝える感動を味わい、土地の魅力

とその隠された歴史を堪能してください。シャトー・モン

ラベールは責任あるワイン作りを保証する認証マーク「テ

ラ・ヴィティス」（Terra Vitis）を取得しています。

シャトー・モンラベール（le Château Montlabert）

のワインツーリズム

もとはアンリ・ド・トゥールーズ・ロートレックの実家であったシャトー・トゥールーズ・ロー
トレックは、アントル・ドゥー・メール地区にあります。ここはまさに、歴史に彩られ、生物多
様性に富んだ生活の場です。画家ロートレックにとってもそうだったように、手つかずの自然の
中にあるシャンブル・ドット（民宿）で１泊あるいは長期滞在すれば、活力を取り戻し、創造性
を養うことができるでしょう。見学（ワイン醸造、文化、特別な見学、体験を最高のものにする
パスなど）、レストラン（ランチ、ディナー、ブランチ）、マッサージ、ヨガ教室、森林散策な
ど１年中おこなわれるさまざまなアクティビティをお楽しみください。いろいろなお楽しみを取
り揃えています！

滞在について：シャトー・トゥールーズ・ロートレックでは、ロートレックのミューズたちミシ
ア、シュザンヌ、ルイーズ、カルメン、メイにちなんだ、５つの快適で広々とした客室を用意し
ています。自分の別荘に滞在しているような、リラックスできる雰囲気と、洗練されたインテリ
アの中で、美食、観光、ワインティスティング、ヨガクラスを楽しみながら、ゆったりとしたひ
とときをお過ごしください。
詳しくはこちら

躍動するヌーヴェル・アキテーヌの

ブドウ畑

詳しくはこちら

サン・テミリオン（Saint-Emillion）

https://www.chateautoulouselautrec.com/en/
https://www.chateau-montlabert.com/en/


サステナブルツーリズム

1724年以来、メゾン・ド・コニャック・レミー・マルタン（la Maison de Cognac 
Rémy Martin）は、卓越した仕事を続けてきました。

© Stéphane CHARBEAU – Rémy Martin

同社はグランド・シャンパーニュとプティット・シャ
ンパーニュの2つのプルミエ・クリュ（一級畑）の中
心に位置し、「地に足をつけて夢想する」ケンタウロ
スのシンボルマークをつけたフィーヌ・シャンパー
ニュ・コニャックを生産しています。300周年を迎え
る2024年を前に、コニャック造りのより正当でより
持続可能なヴィジョンのために、同社は社会的・環境
的責任への取り組みを始めました。ゲストの受け入れ
も、当然この哲学に沿ったものです。メゾン・レ
ミー・マルタンは、コニャックのラインナップと、古
くから伝わるノウハウをを知ってもらうために、さま
ざまなアプローチを採用しています。

テーマ別の10のプログラムでは、ワイン畑の散策やテイスティングのワークショップ、レミー・
マルタンのコニャック「ルイ18世」のテイスティング・セレモニーなど、ほかにはない体験をす
ることができます。レミー・マルタンは、ジュイヤック・ル・コック（Juillac-le-Coq）の畑に、
持続可能な交通手段のためのエコ・サービス・ステーション「ビュル・ヴェルト・スロー・エク
スプロアレイション」（Bulle Verte Slow Exploration）を受け入れています。ここは、電動時
電車でグランド・シャンパーニュの畑を散策する出発点でもあります。石灰岩の多い風景を通り
ながら、ブドウが植えられた斜面や、農村の遺跡（風車や支石墓、ロマネスク教会、村々など）
の素晴らしい眺めを見晴らすことができます。コースの途中には、地元産食品の試食ができるグ
ルメポイントがあり、コニャック「テルセ」（Tercet）の試飲も楽しめます。

詳しくはこちら
見学についてはこちら

コニャック（Cognac）

ビュル・ヴェルト（la Bulle Verte 全国ネットワーク。ヌーヴェル・アキテーヌ地方に22
か所）は、ソフト・モビリティを中心に考案されたエコ・サービス・ステーションで、興
味深いスポットを訪れるさまざまなコースを提案しています。

ある土地を知るのにぴったりなソリューションであり、コース
を進みながらオリジナルのコンテンツを体験することができま
す。ヌーヴェル・アキテーヌ地方へのオーダーメイドの旅行を
作り出す「マイ・プライベート・フレンチ・トラベル」（My
Private french travel）は、ビュル・ヴェルトと協力し、環境
に配慮した方法で、リラックスのための週末、チームビルディ
ング、ワイン街道やコニャック街道での滞在など、オーダーメ
イドのブドウ畑観光や滞在を提案しています。

ビュル・ベルトについてはこちら
マイ・プライベート・フレンチ・トラベルについてはこちら

© Rémy Martin
@ Château Guiraud 

Clémence Planty 

Guiraud en bicyclette 

https://www.remymartin.com/ja-jp/
https://www.remymartin.com/ja-jp/visit-us/
https://www.la-bulle-verte.com/en
https://www.myprivatefrenchtravel.com/en/


サステナブルツーリズム

スルス・ド・コーダリー（Sources de Caudalie）
ボルドーの高級ホテル、ワイナリー
2023年春、EUエコラベル取得

スルス・ド・コーダリー（スパつき５つ星ホテル）：スルス・ド・コーダリーは、グ

ラーヴ・グラン・クリュ・クラッセのシャトー・スミス・オー・ラフィットのブドウ畑

の中に誕生しました。ボルドーの玄関口にあるブドウ畑と森の間に、アリスとジェロー

ムのトゥルビエ夫妻（Alice et Jérôme Tourbier）は、周囲の環境と完全に調和した施

設を設計しました。その現代的なアイデアは、この地域で集められ、リサイクルされた

資材や建材によって肉づけされ、それによりホテルはブドウ畑に囲まれた生活様式が体

験できる場所となっています。自然や味覚、五感に捧げられた場所へようこそ！ ミ

シュラン２つ星レストラン「グランヴィーニュ」（Grand’Vigne）はEUエコラベルを取

得しています。

詳しくはこちら（フランス語のみ）

ボルドー近郊（Près de Bordeaux）

ドルドーニュ県のシャトー・ド・オートフォールは、フランスで初めて「NF環
境・観光地」認証（NF Environnement - Site de visite）を取得した中世の城で
す。すばらしい遺産の保存と、カーボン・フットプリントの削減につとめるこの
お城では、オーガニック菜園や植物性廃棄物のリサイクル、省エネ、ワーク
ショップ開催による子供達への啓発など、環境のためのさまざまなアクションを
おこなっています。

詳しくはこちら

© OT Château d'Hautefort

ドルドーニュ川流域（Vallée de Dordogne）

シャトー・ド・オートフォール
（Le Château de Hautefort）
フランス初のエコラベル取得文化遺産

© Les Sources de Caudalie CRTNA

https://sources-caudalie.com/
https://www.chateau-hautefort.com/en/


ボルドーのカヌレ

カヌレはボルドーの美食の象徴です。その起源ははっきりしませんが、この地方に深

く根ざしたものです。特徴的な材料は、バニラとラム酒、卵黄（卵白は地元のワイン

作りに使用されます）で、ガロンヌ川の河口と縁のある食べ物です。もっともよく言

われるのは、ボルドーのお告げのマリア修道会の修道女たちが、ガロンヌ川の河岸で

手に入る材料と使って、現在のカヌレの元となる「カヌラ」（canelats）を作ったと

いう言い伝えです。修道院はフランス革命で消滅しましたが、カヌレはより厳密なレ

シピと形で19世紀に復活しました。20世紀には、ボルドーのお菓子屋さんに欠かせ

ないデザートとなり、1985年には、ボルドー・カヌレ組合（Confrérie du Canelé）

が結成されました。組合の目的は元々のレシピを守り、「n」ふたつの綴り

（cannelé）ではなく、「n」ひとつの綴りのカヌレ（canelé）の伝統が継承される

ようにすることです。ボルドー発祥のお菓子だからといって、なぜ「n」ひとつで

caneléと綴るのでしょう？ この綴りは1985年に導入されました。その狙いは、

AOCのようにボルドー発祥であることを保証することです。つまり、「n」ひとつで

綴られるカヌレは、必ずボルドーで作られたものなのです。

ボルドー（Bordeaux）

カヌレ・クルーズ（Croisière les Canelés）：クルー
ズ会社レ・バトー・ボルドレとカヌレ会社バイヤルドラ
ン（Baillardran）は、ガロンヌ川でのユニークなクルー
ズ体験を提案しています。ボルドーの歴史と美食を発見
するクルーズです！ シリウス（Sirius）号に乗って、
ツアー・ガイドによる最新の文化解説を聞きながら、ボ
ルドーのカヌレを試食します。

詳しくはこちら

ボルドー・スウィート・アンド・ディスカバリー・ツア
ー（Bordeaux sweet and discoveries tour）：ボ
ルドー観光局が提供するボルドーの歴史の中心地をめぐ
るガイド・ツアー。カヌレを含む４つの特産品の試食つ
き。
詳しくはこちら

カヌレの小さな歴史
© D Remazeilles Gironde Tourisme

カヌレ・クルーズ
© Les Bateliers 
Bordelais

© Vert Bordeaux

https://www.visiter-bordeaux.com/en/boat-tours/les-caneles-cruise-unesco-circuit.html
https://www.visiter-bordeaux.com/en/discovering-bordeaux/bordeaux-sweet-discoveries.html


職人の技

リモージュ磁器（Porcelaine de Limoges）

火の芸術は、芸術創造と産業革新が交わるリモージュのアイデンティティに深く刻ま
れています。街では、豪奢な邸宅のファサードや噴水に磁器が飾られているのが見ら
れます。
詳しくはこちら

「無形文化財企業」（Entreprise du Patrimoine Vivant ）の認証を受け、リムーザ
ン地方に２か所の生産拠点（リモージュとオラドゥール・シュル・グラーヌ）と国内
外に８つの直営店（最近では東京・表参道店がオープン）を持つベルナルドは、フラ
ンス最大のテーブル磁器メーカー・輸出業者です。1863年のブランド創業時に遡る
リモージュのベルナルドの工場では、原材料から最終製品までのさまざまな製造工程
を見学するコースがあります。見学者はガイドに付き添われ、ユニークな方法で磁器
作りの技術や手仕事を見ることができます。

コースの最後には、世界の最も豪華な食卓で使われている食器セットの展示など、常
設展示と企画展示があります。ぜひ、工場の倉庫を見学し、その膨大な食器セットを
見て、プレゼントのアイデアを得てから、最新の作品がそろう豪華なブティックにも
行ってみてください。

詳しくはこちら

リモージュ（Limoges）

バスク・リネン、アスカンのラルティーグ

（Linge basque Lartigue à Ascain）

ラルティーグ家は、４世代続くバスクリネンの織

物製造者であり、創造性と情熱をもって、織の技

術を継承してきました。ぜひ、織物工場の見学に

来て、伝統的な職人技について知ってください。

また、1910ラルティーグ・コレクション（1910

Lartigue、テーブルクロス、テーブルセット、ふ

きん、鍋つかみ、テーブルアクセサリーなど）を

ご覧ください。

アスカン（Ascain）

詳しくはこちら

© Lartigue

© G Villegier CRTNA JL Coquet

©Lartigue

https://www.destination-limoges.com/en/la-destination/porcelaine-de-limoges/
https://www.bernardaud.com/jp/jp
https://www.en-pays-basque.fr/en/visit/1910-lartigue-createur-tisserand-de-linge-basque/


宿泊施設

ボルドー（Bordeaux）

ミレジム・グループ（le groupe Millésime）が6月、シャトー・レオニャン（le Château 
Léognan）に、53室の５つ星ホテルをオープン。ボルドーの入り口、名高いペサック・レオ
ニャン地区（Pessac-Léognan）の中心部に位置する田園風のホテルです。

ペリゴール地方の中心地、ドメーヌ・ド・ロシュボワ（Le 

Domaine de Rochebois）に５つ星ホテルがオープン

ラ・ロシェル─レ島（La Rochelle – Ile de Ré）

© Domaine de Rochebois

サルラ・ラ・カネダ（Sarlat-la-canéda）から6kmに位置す
るドメーヌ・ド・ロシュボワは、２つの邸館を持つ19世紀の
優雅な邸宅です。ロシュボワ・ゴルフ場の中心部という特別
な場所に建つこの５つ星ホテルには、シックでくつろいだ雰
囲気の客室およびスイート・ルームが40室、美食レストラン
と眺望が楽しめるテラス・レストランの２つのレストラン、
ニュックス社（Nuxe）のスパがあります。９ホールのゴル
フ場は2023年オープン予定です。

ドルドーニュ川流域（Vallée de Dordogne）

ボルドーのブドウ畑の中心メドック地区ポイヤックに、ベスト・ウェスタン（Best Western）
メンバーで、ベスト・ウェスタン・プレミア・シリーズの４つ星ホテルがこの春オープン

© Partdesanges

カトリーヌ・パリノー（Catherine Parinaud、ボル
ドー中心部にある２つのベスト・ウェスタン・ホテル、
バイヨンヌとエチェ・オナのオーナー）は、歴史ある
オテル・ド・フランス・エ・ダングルテールを取得し
ました。このホテルは、ポイヤックの中心部、ジロン
ド川（la Gironde）の河口のほとり、マリーナの向か
いに位置しています。８か月の全面改装をへて、2023
年５月15日に、オープンしました。
新しいホテルには、庭園の中にある44の客室とスイー
ト、レストラン、２つのテラス（河口側と庭園側）、
ワインバー、ハマム（スチームサウナ）とサウナを備
えたウェルネスエリア、庭園を見渡せる屋内プール
（晴天時オープン）、2つの会議室とイベントルーム、
駐輪場、駐車場が備わっています。

詳しい情報と予約は下記まで：
direction@hoteldefrance-angleterre.com

@atalante-relais-thalasso

ルレ・タラソ・イル・ド・レ（Le Relais Thalasso Ile-de-Ré）
心地よさと持続的発展の融合

ビーチ（ラ・ロシェルの向かい、レ島南部）から650メートル、５ヘクター
ルの公園内にある、タラソテラピーとスパのセンターです。2020年から環
境への責任を果たすことを目指して取り組んできました。このようにして同
施設は、環境と海洋により配慮したアプローチを行うため、たくさんのアク
ションを展開してきました。具体的には、地熱システムをとくに利用したマ
リン・センターの全面改修、企業の社会的責任のための取り組みの構造化、
低炭素戦略の策定などをおこなっています。

詳しくはこちら（フランス語のみ）

詳しくはこちら

2023年～2024年オープンの７施設

https://iledere.relaisthalasso.com/fr/
https://www.rochebois.com/


宿泊施設

4.5ヘクタールの壮大な公園内に立地し、コニャックの市街
地からわずか数分の５つ星ホテル・ラ・ノーヴ・オテル・
エ・ジャルダン、ルレ・エ・シャトーには、12のユーニーク
で暖かみある客室、美食レストラン、ブラッスリー、カクテ
ル・バー、テラス、すばらしい庭園があります。田園地帯で
ひと息つくのにぴったりも場所です。ラ・ノーヴの領地を構
成する19世紀の２つの建物は、地元シャラン地方の職人に
よって、きちんとした手順に従い修復されました。それぞれ
の建物にレストランがひとつずつあります。蒸留所の跡地に
作られたブラッスリー・デ・フラヌール（la Brasserie des
Flâneurs）は、肩肘はらない雰囲気で地元さんの高級食材を
用いた洗練された料理を提供しています。邸宅のほうには、
美食レストラン「ノート」（Notes）があり、シェフのアン
トニー・カルバロ（Anthony Carballo）が、わずか20人の
みのゲストのために、親密な料理体験を提供します。レスト
ランは、ナポレオン３世様式のサロンを思わせる雰囲気で、
エレガントで暖かい空気を生み出しています。レストラン以
外にも、ラ・ノーヴには伝統的な洗練された飲み物が好きな
方のためのカクテル・バーもあります。図書室はゲストに開
放され、リラックすして文化を楽しめるスペースになってい
ます。ボルドー近郊での週末が充実したものになること間違
いありません。
詳しくはこちら

コニャック（Cognac）

ホテル・ラ・ノーヴ・オテル・エ・ジャルダン、ルレ・エ・シャトー（Hôtel La 
Nauve à Cognac, Relais & Château） 2023年６月

2023年～2024年オープンの７施設

大規模な改装工事を経て、当ホテルは新たに５つ星のブ
ティック・ホテル・コレクション（Boutique Hotels 
Collection）に格付けされました。
エレガントでモダン、洗練と名声を兼ね備えた、ル・コリュ
ビュジエ建築の当ホテルは、この春、再オープンしました。
31の客室は庭園または海に面しており、テラスやプライベー
ト・ジャグジーを備えた部屋もあります。
新しいビーチ・レストランや、改装された屋外エリア、屋内
プール、サウナとハマムを備えたリラクゼーション・スペー
スは、心地よいひと時を過ごすのにぴったりです。

詳しくはこちら

オレロン島（Ile d'Oléron）

オテル・ル・グラン・ラルジュ- イル・ドレロン（Hôtel Le Grand 
Large - île d‘Oléron）2023年、新たな格付を取得

La Nauve - Salle de restaurant Brasserie 

des Flâneurs - Lenaka

La Nauve - Façade – Lenaka

© Hotel Le Grand Large

https://almae-collection.com/lanauve/
https://en.le-grand-large.fr/


宿泊施設

このホテルは、フィリップ・スタルク（Philippe Starck）
が手がけ、カルヴェ醸造所の跡地を、エレガントな出会い
と交流の場に変貌させたことから生まれました。とても美
しいテラスの向かいには、プールやスパ、バー、和食と西
洋の風味を組み合わせたモダンなレストランがあります。
客室とスイートは全部で97室。世界の文化が交差したこの
場所のコスモポリタンな顔を思わせる、親密で、心地よく、
暖かみのある空間です。

詳しくはこちら

Bordeaux

モンドリアン・ホテル・ボルドー（Hôtel Mondrian à Bordeaux）
2023年10月オープン

ボルドー・メリニャック空港のすぐ下という理想的な場所
にある４つ星ホテル、シェラトン・ボルドー・アエロポー
ルは、ビジネスにもレジャーにも最適な立地です。最上階
のウェルネス・エリアに加え、当ホテルはビジネス・セン
ター「ブルー・バンブー」（Blue Bamboo）に直結してい
ます。この会議場では、最新テクノロジーを備えた1,400
m²のモジュール式スペースで、ビジネスやプライベートの
イベントを開催することができます。この6階建ての高級ホ
テルは、賑やかなビジネス街にありながら、多数のテラス
と屋上プールを備え、静かで安らぎのある空間を提供して
います。シェラトン・ボルドー・アエロポールは、空港、
パレ・デ・コングレ会議場（Palais des congrès）、ボル
ドーとその近郊への公共交通機関から歩いて数分の距離で
す。ボルドーの芸術・歴史・ワイン・美食の遺産を見に行
くのにも便利です。

詳しくはこちら

ホテル・シェラトン・ボルドー・アエロポール（Hôtel Sheraton 
aéroport Bordeaux）2023年１月オープン

ボルドー（Bordeaux）

2023年～2024年オープンの７施設

レストラン「エデン」（左）とスイートルーム（右）© Sheraton Bordeaux Airpor

https://all.accor.com/hotel/B7G5/index.en.shtml
https://www.marriott.com/en-gb/hotels/travel/bodsi-sheraton-bordeaux-airport/?hybridAEMFallbackRedirect=true





